第４章　ヨーロッパでの越境汚染

４．１　ヨーロッパの越境汚染の歴史と現状
ヨーロッパは多くの国が陸続きに隣接している。そのため昔から酸性雨原因物質の大気中の長距離移動による越境汚染が、深刻な問題として考えられてきた。１９７２年にストックホルムで開かれた人間環境会議では「国境を越えた大気汚染」という議題が取り上げられ、国際的な問題として注目を集めた。主催国のスウェーデンが、硫黄酸化物がイギリスとドイツの工業地帯から輸送してきて、被害を引き起こしていると提起したのである。そのためOECDの内部で国際的な研究が始まった。この研究は１９７７年に欧州監視評価計画（EMEP）呼ばれる研究システムに発展し、ヨーロッパ全域に同一の観測マニュアルに基づいて、酸性雨の原因となる物質の排出量、またその被害の調査を行った。また、実際に汚染源が長距離を移動するのかということを、モデルをたて評価し、季節変動も入れて、汚染源と被害地域についての実証を始めた。これによって越境汚染が顕在化し、ヨーロッパ各国は自国のみならず、他国の環境の対応も必要となった。
そして１９７９年１１月に長距離越境大気汚染条約が採択された。これは、酸性雨対策として硫黄酸化物・窒素酸化物をヨーロッパ全域で削減する国際条約で、１９７５年の全欧安全保障協力会議をきっかけとして作られたものであった。これに基づき、1985年にヘルシンキ議定書が終結する。これは、硫黄酸化物を1980年に比べ199３年までに30％削減を義務付けるというもので、1987年に発効した。さらに１９８７年にはソフィア議定書が採択され、１９９４年までに窒素酸化物の排出量の凍結を義務付けた。そしてその後新たに硫黄酸化物削減の議定書は1994年に改訂され、この議定書では、限界負荷の概念が採用され、科学データが国際条約と合体して利用された。具体的には、この区分領域には年間これだけしか落としていけない、そして、その区分領域が限界負荷内に環境を保つためには、責任国は到達地点へのそのような影響を考えて国内対策を講じなければならないというものであった。このようにヨーロッパが越境汚染とともに辿ってきた歴史を表にまとめると下の表のようになる。
	１９７２年
	スウェーデンのストックホルムで人間環境会議開催

⇒越境汚染が国際会議で初めて問題視

	１９７７年
	欧州監視評価計画（EMEP）発足　

　　⇒越境汚染を科学的に評価　

	１９７９年
	長距離越境大気汚染条約締結

	１９８５年
	ヘルシンキ議定書採択

　　⇒SOxの３０％削減を各国に義務付け

	１９８７年
	ソフィア議定書採択

　　⇒NOx排出量の凍結を義務付け

	１９９４年
	ヘルシンキ議定書改訂

　　⇒限界負荷の考えに基づき、削減量を決定


このように歴史的に見ると、ヨーロッパでは酸性雨の原因物質である硫黄酸化物・窒素酸化物の具体的な削減は各国の自主的な対応に任されてきたことがわかる。それによってヨーロッパでは各国の硫黄酸化物の排出を削減することに成功してきた。ヨーロッパでの硫黄酸化物の排出量の推移を示したのが下図である。

[image: image1.png]B# 10 F—nv 3 (EMEP IEE) 1235t % SO, JHlRO B

(HNLE)ERHOS




出典：Global Environmental Outlook
上図の通り、国際的な合意のもと、ヨーロッパでは硫黄酸化物の越境汚染問題を政治的に解決されてきたのである。では、このようなヨーロッパでの酸性雨の解決への取り組みは、日中間、もしくは東アジア全体として同じように実施していくことが可能なのであろうか。


４．２　研究への整合性

　ヨーロッパでは各国間の環境に対するある程度の共通の意識のもと、硫黄酸化物・窒素酸化物の削減を義務付け、現状ではある程度越境汚染を抑えることに成功した。しかし日中間でも同様の解決策が行えるかというと、そこまで単純ではない。中国の経済は急激なスピードで成長しており、エネルギー消費も非常に大きくなった。経済成長を推し進める国にとって環境を配慮することは、経済成長の妨げにもなりかねない。ただ、中国政府が環境を無視しているわけではなく、中国政府の環境問題に対する意識は高く、法整備などは整い、1994年に環境政策の方向性をまとめた「中国アジェンダ２１」も採択されている。
ただ中国は国土が広く、工場も各地に点在しているためモニタリングが困難で、国内で硫黄酸化物の排出を規制することすら困難である。
　また下の図を見てもらいたい。下の図は硫黄酸化物・窒素酸化物の国別の排出量である。
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この図のとおり、ポーランド・英国・ドイツ・イタリア・フランスなどのヨーロッパ諸国は皆ある程度排出量が等しい値を示している。それに対して、中国とアメリカが飛びぬけて大きな排出量を示しているため、中国と日本では排出量に大きな差がある。ヨーロッパは国ごとの排出量に大きな違いがなかったために、国際条約で硫黄酸化物・窒素酸化物の削減を協定できたが、日中間で同じ割合の削減量を定めたとしても、その削減量には大きな違いが出てしまうため、協定が成り立つことは困難だといえる。

　では果たして日本が中国の越境汚染を食い止めるために最適な方法は何であろうか。

